






要約： 全体研究のひとつとして、当研究班で脳室周囲白質軟化症(PVL)の診断規準を作成

した。また、やはり全体研究として脳室周囲白質軟化症(PVL)の MRI 所見と神経学的予後

の関連を検討し、側脳室白質容量の減少の grade と CP の重症度は相関を認めた。grade2

では軽度両麻痺から四肢麻痺までであり、grade3 では中等度両麻痺から四肢麻痺までで

あった。grade4 ではすべて四肢麻痺であった。また、白質容量の減少の grade と知的障

害(MR)の程度は相関を認めた。側脳室白質容量の減少の grade が最も神経学的予後との関

連があることが明らかになった。全国の主要な NICU 施設(166 施設)に対して脳室周囲白

質軟化症(PVL)のアンケート調査を実施し、1993 年と 1994 年出生例で見ると 33 週未満の

低出生体重児における PVL の頻度はエコーで 4.9%、MRI で 7.7%であり、約 2/3 はエコー

で診断され、残りの約 3/1 が MRI で診断されていた。エコー診断でみると、 1990 年と 1991

年出生例で 4.8%から 1993 年と 1994 年で 4.9%へ、同様に CT/MRI 検査で 7.9%から 9.1%と

不変もしくはやや増加傾向であった。個別研究成果として、病理学的に広い PVL は超音波

診断でき、限局性のPVL では神経学的後障害は少いこと、出生前の PVL 発症危険因子とし

て、高度変動一過性徐脈および持続性徐脈がクローズアップされたこと、また、無呼吸発

作は、PVL の原因ではなく、その合併症である可能性のあること、出生後の因子の検討か

ら、 7 日以内に一回でも低 CO2 血症(最小 PaCO2 値≦25mmHg) があった症例が PVL 群に多

いこと、両側頚動脈閉塞(BCAO)後 Doxapram(DOX)5mg/kg を腹腔内投与したラットでは白質

粗鬆化の程度強く、発達脳の白質病変形成に脳環流が関与している可能性、等が示唆され

た。


